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あきた環境楽会
がっ か い

これから活躍の場を広げます！

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
楽
し
み
な
が
ら

自
然
や
科
学
、
宇
宙
の
不
思
議
を
学
べ
る
ア

ル
ヴ
ェ
の
自
然
科
学
学
習
館
。
こ
こ
で
、
イ

ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
の
が
大
学
生

の
「
サ
イ
エ
ン
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
み
な
さ
ん

で
す
。

約
一
年
前
に
結
成
さ
れ
、
現
在
、
登
録
メ

ン
バ
ー
は
六
十
七
人
。
こ
れ
ま
で
、
企
画
か

ら
運
営
ま
で
す
べ
て
手
が
け
「
お
も
し
ろ
科

学
体
験
」「
ム
シ
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」
と
い

っ
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
し
た
。

「
あ
ま
り
器
用
で
は
な
い
の
で
、
苦
労
し
て

い
ま
す
」
と
謙
そ
ん
す
る
製
作
班
リ
ー
ダ
ー

の
中
畑
淳
一
さ
ん(

経
法
大
三
年)

。
子
ど
も

た
ち
が
工
作
な
ど
に
取
り
組
む
様
子
を
見

て
、「
悩
み
な
が
ら
も
作
品
を
完
成
さ
せ
た
と

き
の
、
達
成
感
に
あ
ふ
れ
た
姿
が
う
れ
し
い
」

と
ニ
ッ
コ
リ
。

イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な
ど
を
行
う
広
報
班
リ

ー
ダ
ー
の
熊
谷
圭
太
さ
ん(

秋
田
大
一
年)

は
、

「
み
ん
な
が
ど
ん
ど
ん
参
加
で
き
る
面
白
い

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
で
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
！
」
と
呼
び
か
け
ま
す
。

若
い
彼
ら
の
企
画
力
で
、
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
イ
ベ
ン
ト
が
生
ま
れ
る
か
、
ま
す
ま
す
楽

し
み
で
す
。

自
然
科
学
学
習
館
の

サ
イ
エ
ン
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

科
学
の
不
思
議
、

自
然
の
魅
力
、

環
境
の
大
切
さ
…
…
。

“知
る
こ
と
の
楽
し
さ
”
を
教
え
て

く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
が
、

い
ろ
ん
な
学
習
の
場
面
で
活
躍
中

で
す
！

アルヴェの自然科学学習館で活躍するサイエンスサポーターのみなさん

「
環
境
学
習
の
場
に
き
み
の
力
を
！
」

市
環
境
部
の
そ
ん
な
呼
び
か
け
に
集
ま
っ

た
二
十
五
人
の
大
学
生
た
ち
。
市
民
の
環
境

学
習
の
指
導
者
を
育
て
る
「
あ
き
た
環
境
楽

会
」
の
会
員
と
な
り
、
環
境
学
習
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
た
り
、
森
の
中
で
自
然
観
察
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
大
学
で
学
ん
で
い
る
こ
と
を
地
域
に
役

立
て
た
い
」
と
参
加
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
草

咲
菜
さ
ん(

県
立
大
生
物
環
境
科
学
科
三
年)

は
、「
環
境
楽
会
で
は
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

交
流
会
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
み
ん
な
で
作

り
ま
し
た
。
森
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や

森
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
、
一
緒
に

楽
し
く
環
境
を
学
べ
る
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ

ん
出
ま
し
た
」
と
満
足
気
に
話
し
ま
す
。

約
二
か
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ(

話
し
合

い)

な
ど
を
経
て
、
実
践
の
舞
台
が
待
ち
き
れ

な
い
様
子
の
み
な
さ
ん
。
今
後
、
環
境
学
習

の
場
で
、
そ
の
成
果
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
好
奇
心
を

私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
！

み
ん
な
の
好
奇
心
を

私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
！

もうすぐ初舞台！
環境学習の若きリーダー
もうすぐ初舞台！
環境学習の若きリーダー



平
成
十
九
年
の
第
六
十
二
回
国
民
体
育
大

会
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」、
第
七
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
秋
田
わ
か
杉
大
会
」

の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(

ス
ギ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
会
員)

を
募
集
し
ま
す
。

活
動
場
所
は
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
と
秋
田

わ
か
杉
大
会
の
開
会
式
、
閉
会
式
会
場
と
な

る
県
立
中
央
公
園
陸
上
競
技
場(

雄
和)

、
お

よ
び
、
秋
田
わ
か
杉
大
会
の
十
三
競
技
会
場

(
秋
田
市
内
で
は
七
競
技)

で
す
。

活
動
は
一
日
単
位
で
行
い
ま
す
の
で
、
一

日
だ
け
の
参
加
で
も
応
募
可
能
で
す
。

活
動
期
日(

い
ず
れ
も
平
成
19
年)

【
秋
田
わ
か
杉
国
体
】

開
会
式
▼
９
月
29
日
(土)

閉
会
式
▼
10
月
９
日
(火)

活
動
内
容

受
付
・
案
内
…
総
合
案
内
所
な
ど
で

来
場
者
の
案
内
や
受
付
で
の
資
料
配

付
な
ど

誘
導
・
介
助
…
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
乗
降

所
な
ど
か
ら
の
来
場
者
の
誘
導
、
車

い
す
の
か
た
の
介
助
な
ど

会
場
管
理
…
会
場
内
の
ゴ
ミ
回
収
・

分
別
、
入
場
整
理
、
座
席
案
内
な
ど

会
場
サ
ー
ビ
ス
…
弁
当
の
配
布
や
休

憩
所
で
の
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど

応
募
要
件

平
成
七
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
、
大
会

期
間
中
に
活
動
が
可
能
で
、
事
前
の
研
修
会

に
参
加
で
き
る
か
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
小
・
中
学
生
の

応
募
は
、
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す

応
募
方
法

市
役
所
案
内
、
土
崎
・
新
屋
支
所
、
ア
ル
ヴ

ェ
市
民
交
流
サ
ロ
ン
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ

ン
タ
ー
、
各
公
民
館
、
各
地
区
コ
ミ
セ
ン
な

ど
に
置
い
て
あ
る
、
募
集
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

添
付
さ
れ
て
い
る
登
録
申
込
書
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま

す
。http://w

w
w
.w
akasugi-sm

ile.jp/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

秋
田
県
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
局

tel(

８
６
０)

５
２
５
４

フ
ァ
ク
ス(

８
６
０)

５
２
１
１

Ｅ
メ
ー
ルkokutai@

pref.akita.lg.jp

約
百
人
が
所
属
す
る
秋
田
県
自
然
観
察
指

導
員
連
絡
協
議
会
秋
田
市
支
部
。
植
物
、
動

物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
い
わ
ば
「
博

士
」
集
団
と
し
て
、
自
然
観
察
や
調
査
な
ど

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
太
平
山
自
然
学
習
セ

ン
タ
ー
「
ま
ん
た
ら
め
」
で
、
環
境
学
習
を
行

う
際
の
心
強
い
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍

し
て
い
ま
す
。

十
月
二
十
九
日
、「
秋
の
ま
ん
た
ら
め
も
り

ー
」
で
行
わ
れ
た
仁
別
の
紅
葉
巡
り
で
は
、

指
導
員
の
三
浦
勝
博
さ
ん
、
五
代
儀

い

よ

ぎ

多
喜
男

さ
ん
、
藤
原
昭
利
さ
ん
が
案
内
役
を
務
め
て

く
れ
ま
し
た
。

「
同
じ
山
で
も
水
辺
、
林
の
中
、
微
妙
な
環

境
の
違
い
が
気
温
の
上
が
り
下
が
り
の
差
を

生
み
、
敏
感
に
紅
葉
に
影
響
す
る
」
と
い
っ

た
説
明
を
聞
き
な
が
ら
森
の
奥
へ
。
こ
の
日

は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
木
の
幹
を
伝

う
水
、
葉
っ
ぱ
の
し
ず
く
な
ど
、
ふ
だ
ん
と

は
違
う
森
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
わ
た
し
た
ち
は
み
ん
な
、
自
然
に
囲
ま

れ
て
生
活
し
て
い
る
。
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち

に
も
感
じ
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。
理
解
す
る

の
で
は
な
く
、
感
じ
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
」

と
三
浦
さ
ん
。
五
代
儀
さ
ん
、
藤
原
さ
ん
も

「
と
に
か
く
自
然
に
親
し
む
の
が
好
き
。
好

き
な
こ
と
で
人
の
役
に
も
立
て
た
ら
申
し
ぶ

ん
な
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

自
分
が
自
然
の
中
で
出
会
っ
た
感
動
を
少

し
で
も
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
。
自
然
観
察
指
導
員
の
み
な
さ
ん
の
熱
い

想
い
が
自
然
の
奥
深
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

秋
田
県
自
然
観
察
指
導
員

連
絡
協
議
会
秋
田
市
支
部

左から指導員の藤原さん、五代儀さん、三浦さん

雨
が
降
る
の
も
自
然
。
雨
の
日
で

な
い
と
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す

理
解
じ
ゃ
な
く
て

感
じ
て
も
ら
い
た
い

理
解
じ
ゃ
な
く
て

感
じ
て
も
ら
い
た
い

広報あきた　11月16日号03

【
秋
田
わ
か
杉
大
会
】

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
▼
５
月
26
日
(土)
・
27
日
(日)

※
開
催
日
は
予
定

本
大
会
▼
10
月
13
日
(土)
〜
15
日
(月)

スギッチクラブ
会員募集！

秋田わか杉国体・秋田わか杉大会



04

「
行
け
〜
、
入
れ
〜
！
」。
力
強
く
打

た
れ
た
ボ
ー
ル
が
、
そ
の
声
に
後
押
し

さ
れ
て
、
見
事
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
！

河
辺
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
芝
生
コ
ー
ス
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
練
習
に
励
ん
で
い
る
の
は
、「
河

辺
Ｇ
・
Ｇ(

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ)

愛
好

会
」
の
み
な
さ
ん
で
す
。

約
十
五
年
前
、
十
五
人
ほ
ど
で
ス
タ

ー
ト
し
た
こ
の
会
は
、
そ
の
後
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
と
と
も
に
会
員
が

増
え
、
現
在
、
七
十
三
人
の
仲
間
が
で

き
ま
し
た
。

「
五
十
代
か
ら
最
高
齢
八
十
歳
ま
で
、

毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
、
思
い
思
い
に

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
工
藤

悟
会
長
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
一
打
ご

と
に
、
ボ
ー
ル
の
行
方
に
飛
び
跳
ね
て

一
喜
一
憂
し
た
り
、
芝
生
の
上
を
走
っ

た
り
と
、
平
均
年
齢
七
十
歳
前
後
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
、
み
な
さ
ん
元
気
は
つ

ら
つ
。「
練
習
回
数
を
も
っ
と
増
や
し

て
」
と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
か
れ
る
そ

う
で
す
。

「
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
よ
り
も
、
健

康
の
た
め
に
体
を
動
か
し
た
い
」
と
始

め
た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
今
で
は

「
仲
間
づ
く
り
の
場
」
と
し
て
、
新
た

な
魅
力
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
見
い

出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

工
藤
会
長
に
チ
ー
ム
の
特
徴
を
尋
ね

る
と
、「
み
ん
な
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
な
。
組
織
力
な
ら
ど
こ
に

も
負
け
な
い
よ
」
と
自
信
た
っ
ぷ
り
。

二
時
間
ほ
ど
の
練
習
中
、
ず
っ
と
笑
い

声
や
歓
声
が
絶
え
な
い
愛
好
会
の
み
な

さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
会
長
の
言
葉
に

も
自
然
と
う
な
ず
け
ま
し
た
。

体が健康なら、笑顔は自然に生まれます。
笑顔が素敵なら、そこに仲間の輪ができます。
毎日を楽しく、いきいきと過ごすために、
体にいいこと、何か始めてみませんか。

健
康
づ
く
り
は

仲
間
づ
く
り

狙うはホールインワン！　
河辺Ｇ・Ｇ愛好会のみなさん

ガッツポーズ連発！

気分爽快
そ う か い

！
笑顔の一打は
ナイスショット！
河辺Ｇ・Ｇ愛好会



保
戸
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
に
取
り
組
む
サ

ー
ク
ル
「
木
曜
会
」。
現
在
、
十
人
の
会

員
が
、
名
前
の
と
お
り
、
毎
週
木
曜
日

の
夜
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

代
表
を
務
め
る
鵜
沼
雅
子
さ
ん
は
、

「
秋
田
に
は
全
国
組
織
の
支
部
も
あ
る
け

ど
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
サ
ー

ク
ル
も
や
っ
て
み
た
か
っ
た
」
と
結
成

の
い
き
さ
つ
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
こ
こ
数
年
で
全

国
に
普
及
し
始
め
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、

段
・
級
位
の
認
定
試
験
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
、
ゆ
っ
く
り

と
お
な
か
で
息
を
す
る
腹
式
呼
吸
と
、

ふ
だ
ん
し
て
い
る
胸
式
呼
吸
を
合
わ
せ

た
「
吹
矢
式
呼
吸
法
」
と
呼
ば
れ
る
呼
吸

法
を
使
う
こ
と
。
た
だ
吹
矢
を
吹
く
の

で
は
な
く
、
一
連
の
基
本
動
作
の
中
で

こ
の
呼
吸
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
健
康
的
効
果
も
あ
る
ん
だ
そ
う
で
す
。

「
激
し
い
運
動
を
せ
ず
に
、
呼
吸
の
仕

方
ひ
と
つ
で
、
す
ぐ
に
体
が
ぽ
か
ぽ
か
。

二
十
回
吹
矢
を
吹
く
と
、
五
㌔
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
と
同
じ
カ
ロ
リ
ー
消
費
に
な

る
ん
で
す
」
と
鵜
沼
さ
ん
も
お
す
す
め
。

雪
国
秋
田
に
ピ
ッ
タ
リ
の
“
ホ
ッ
ト
”

な
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
に
、
み
な
さ
ん
心
を

射
止
め
ら
れ
た
よ
う
に
練
習
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

日
曜
日
の
朝
に
、
雄
和
の
ま
ち
を
さ

わ
や
か
に
歩
く
の
は
、「
雄
和
あ
る
く

会
」
の
み
な
さ
ん
。
二
年
前
、
旧
雄
和

町
の
広
報
紙
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
呼
び

か
け
の
記
事
を
見
て
、
一
緒
に
歩
き
始

め
た
仲
間
で
す
。
始
め
は
お
互
い
名
前

も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
じ
時
間
、

同
じ
コ
ー
ス
を
歩
く
う
ち
に
仲
良
く
な

り
、
自
然
に
会
が
で
き
ま
し
た
。

「
わ
た
し
は
登
山
の
た
め
に
、
普
段

の
体
力
づ
く
り
と
し
て
歩
き
始
め
ま
し

た
。
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
も
健
康
づ
く
り

か
な
。
み
ん
な
で
歩
く
と
、
い
ろ
い
ろ

情
報
交
換
も
で
き
て
楽
し
い
で
す
よ
」

と
代
表
の
堀
井
一
男
さ
ん
。
考
え
ご
と

を
し
な
が
ら
歩
い
た
り
、
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
い
た
り
す
る
の
は
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
「
リ
ズ
ム
よ
く
」
歩
く

こ
と
。
ペ
ー
ス
を
変
え
た
り
、
バ
ラ
ン

ス
の
悪
い
歩
き
方
を
す
る
と
、
疲
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
い
い
あ
ん

べ
、
ま
ず
ま
ず
」
に
す
る
こ
と
。「
無

理
を
せ
ず
、
マ
イ
ペ
ー
ス
」
が
続
け
る

コ
ツ
で
す
。

冬
の
間
は
会
の
活
動
を
休
み
ま
す

が
、
四
月
か
ら
は
ま
た
、
毎
週
日
曜
日

の
朝
六
時
に
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
前
に

集
ま
っ
て
歩
き
ま
す
。
コ
ー
ス
は
そ
の

日
の
気
分
で
、一
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
。「
一
緒
に
歩
き
た
い
と
い
う
か
た

は
、
気
軽
に
ど
う
ぞ
！
」

リ
ズ
ム
よ
く
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で

雄
和
路
を
行
こ
う
！

雄
和
あ
る
く
会

(

秋
田
市
あ
る
け
あ
る
け
協
会
雄
和
支
部)

10月30日、堀井さんのオススメ、県
立中央公園のサイクリングコースを、
秋田市あるけあるけ協会のみなさん
とウォーキング。「景色が良く、歩き
やすい」と、とても好評でした。

“ホット”な
屋内スポーツに夢中！
スポーツ吹矢サークル木曜会

準備体操もバッチリ。さぁ歩くか！

呼吸を整え…

矢を吹くまでの基本姿勢が大事です

一気にフッ！

広報あきた　11月16日号05
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■食の健康づくり応援店に関する問い合わせ

外食をより豊かに、健康的に！
最近、外食メニューの栄養成分表示を行う飲食店

が見られるようになりました。自分の健康を考え、
栄養成分表示を参考に料理を選ぶのも、ときには必
要かもしれませんね。

市保健所保健総務課tel(883)1170

「外食が多いので、体のことが気になる…」「これだ
け食べたら何カロリー？」というお客様の声に応える
“食の健康づくり応援店”として登録しませんか。
下記の①～④のうち、一つでも該当すれば申し込

みできます。市保健所で審査のうえ、登録されたお
店には、登録証を交付するほか、市保健所のホーム
ページにも掲載されます。

●エネルギー(カロリー)が高めの料理を選んだときは、
その次に摂る食事は控えめにしましょう
●定食などを頼んだとき、エネルギー(カロリー)が
ちょっと多かったら、ごはんの量で調節しましょう

①まごころサービス店…ご飯の量が調節できる
など、健康づくりのため、お客様の要望に応
えるサービスをする店

②ヘルシーメニュー店…「野菜たっぷり」「カロ
リー控えめ」など、ヘルシーメニューのある店
③栄養成分表示店…エネルギー(カロリー)、塩分
などの栄養成分をメニューに表示している店

④おいしい空間サービス店…禁煙や分煙などに
取り組んでいる店

こ
ん
な
お
店
が
対
象

登録しませんか

市では12月７日以降、国が公表した「アスベスト

を含むおもな家庭用品」(左下表)を、他の金属類と

区別して収集します。ほとんどの製品は、通常の使

用時にアスベストが飛散する可能性はないとされて

いますが、捨てるときは、下のように「アスベスト」

とはっきり書いて集積所へ出してください。

これまでどおり「粗大ごみ」として収集します。
なお、石油(灯油)暖房機は大きさに関わらず「粗大
ごみ」として収集します。

「資源化物用ごみ袋」に、「アス
ベスト」と書いて、12月７日以
降の「金属類ごみ」の日に集積
所へ出してください。
ただし、分解せずに、他の金

属類と同じ袋には入れないで出
してください。

アスベスト含有の可能性がある
．．．．．．

おもな家庭用品

●自転車のブレーキ●オーブントースター
●オーブンレンジ(電気、ガス)●トースター
●ロースター●電気炊飯器●電気ポット
●電磁調理器●コンロ(電気、ガス)●電気鍋
●ジューサー●クッキングカッター●換気扇
●ミキサー●アイロン●ヘアドライヤー
●ヘアカーラー●掃除機●照明器具●スタンド
●セントラルクリーナー●電気かんな
●蛍光灯安定器●除湿乾燥機●温水洗浄便座
●ファンヒーター(ガス、電気)●電気こたつ
●ストーブ(電気、ガス)●電気あんか
●足温器●食器洗い乾燥機●衣類乾燥機
●電気乾燥機●ドリルドライバー
●健康器具(乗馬型フィットネス、マッサージいす)

詳細は、経済産業省ホームページで確認できます。

大きさ(長さ)が
50cmを超える家庭用品

アスベストが
含まれる家庭用品
を分別収集

大きさ(長さ)が
50cm以下の家庭用品

問い合わせ
廃棄物対策課tel(866)2943
Ｅメール ro-evwt@city.akita.akita.jphttp://www.meti.go.jp/press/20051020006/

20051020006.html

※なお、産業廃棄物は市で収集、受け入れをしていません。

アスベストが
含まれる家庭用品
を分別収集
分別収集開始は12月７日以降です

▲

▲

男性事務職員(20～40歳代) 2,650kcal
女性事務職員(20歳代) 2,050kcal

〃　 (30～40歳代) 2,000kcal

１日に必要なエネルギー(カロリー)の例▲
▲
▲



ソフトバレーボールを基礎から学
びます。参加料300円。定員40人。
とき／12月１日(木)・５日(月)・８日
(木)午後７時～９時　ところ／茨島
体育館　
●申し込み　11月18日(金)午前９時
からスポーツ振興課tel(866)2247

腰痛や肩こりを防いだり、体脂肪
を燃焼して肥満解消にもなります。
秋田駅東口から送迎バスあり。
とき／11月30日(水)午前10時45分～
午後零時15分　ところ／クアドーム
ザ・ブーン　料金／2,600円(昼食、
入場料込み) 定員／先着20人
●申し込み　11月25日(金)までクア
ドームザ・ブーンtel(827)2301

「からだにいいあぶらの話」と題
し、秋田大学助教授の池本敦さんが
講演します。先着50人。託児あり。
とき／12月１日(木)午前10時～正午
ところ／東部公民館　
●申し込み　11月17日(木)午前８時
30分から東部公民館tel(834)2206

医師の講話と相談会。患者、家

族のかた、どなたでもどうぞ。無料。
とき／11月27日(日)午後２時～４時
ところ／県社会福祉会館(旭北栄町)
９階の第３会議室
●問い合わせ　NPO法人秋田県難
病団体連絡協議会事務局

tel(823)6233

全国パーキンソン病友の会秋田県
支部の主催。おしゃべりしたり、カ
ラオケで交流しませんか。患者、家
族のかたならどなたでも。無料。
とき／12月７日(水)午後１時30分～
４時　ところ／市老人福祉センター
３階(八橋南一丁目８-２)
●申し込み　市保健所健康管理課

tel(883)1180

11月25日(金)午前11時～午後５時
30分、アルヴェきらめき広場で(公
開シンポジウムは２階多目的ホー
ル)。入場無料。
健康チェック相談コーナー 血
圧・骨密度測定、医科、歯科、薬、
介護などの各種相談
ベルヴィエントスのフォルクロー
レコンサート 午前11時～、午
後１時～、午後５時～の３回公演
公開シンポジウム 「患者さんと
医療機関・行政とのいい関係」

●問い合わせ　創立50周年記念事
務局tel(834)6461

11月26日(土)午前10時～午後４
時、アルヴェきらめき広場で(特別
講演は多目的ホール)。入場無料。
福祉用具展示、介護相談、血圧・
体脂肪・骨密度測定など
女優・久里千春さんの特別講演
午前10時30分～正午
在宅介護支援センター職員による
寸劇 午後１時30分～２時　
●問い合わせ　秋田市在宅介護支援
センター連絡協議会事務局

tel(883)1465

「網膜色素変性症研究の最近の話
題」と題し、日本医科大付属千葉北
総病院の亀谷修平先生が講演しま
す。入場無料。直接会場へどうぞ。
とき／11月27日(日)午後１時から受
付　ところ／県社会福祉会館
●問い合わせ　JRPS秋田の長澤さ
んtel(857)4112

肥満、高血圧、糖尿病などのかた
の食事について、栄養士が相談に応
じます。電話などで予約が必要。
とき／12月13日(火)午前10時～午後
２時30分　ところ／市保健センタ
ー
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1175

健康

生
い

き生
い

き健康
けんこう

スポーツ教室
きょうしつ

“エイズ”…あなたは「関係ない」
と思っていませんか？

12月４日(日)午前10時～午後４時
アルヴェきらめき広場
無料個別相談　匿名で受けられます

12月１日は世界エイズデー
今年のキャンペーンテーマ

市では、世界エイズデーに合わせて下記の
日程で、街頭キャンペーンや無料相談・検査
を行います。この機会にエイズについて考
えてみませんか。健康管理課tel(883)1180

HIV(ヒト免疫不全ウイルス)抗体迅速検査(無料)
採血してから約１時間で結果がわかります

身
近
な
感
染
症
を

考
え
る

11月25日(金)
午後６時～８時45分

アルヴェ２階
多目的ホール
昨年冬季に相次ぐ集団感染を引き起こ

したノロウイルス、若者を中心に増え続
けるエイズ、わが国最大の感染症である
結核など、身近な感染症を学び、家庭や
職場での感染予防を実践しましょう。
専門分野の第一線で活躍する医師の講

演や、パネルディスカッションなど。参
加無料。直接会場へどうぞ。

問い合わせ 健康管理課tel(883)1180

市民
健康講座

水
すい

中
ちゅう

歩
ほ

行
こう

教室
きょうしつ

東
とう

部
ぶ

公民館
こうみんかん

の市
し

民
みん

講
こう

話
わ

会
かい

肝臓
かんぞう

病
びょう

医
い

療
りょう

講演
こうえん

と相談会
そうだんかい

パーキンソン病
びょう

患者
かんじゃ

のつどい

中通
なかどおり

病院
びょういん

創立
そうりつ

50周年
しゅうねん

健康
けんこう

フェスティバル

日
に

本
ほん

網膜
もうまく

色
しき

素
そ

変性
へんせい

症
しょう

協
きょう

会
かい

秋
あき

田
た

県
けん

支部
し ぶ

設立
せつりつ

記
き

念
ねん

講演会
こうえんかい

在宅
ざいたく

介
かい

護
ご

支
し

援
えん

センターフェア

市
し

保
ほ

健所
けんじょ

の食
しょく

生活
せいかつ

相談
そうだん
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市
で
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
私
道
を

舗
装
整
備
す
る
際
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
対
象
と
な
る
道
路
の
要

件
を
一
部
緩
和
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
道
路
と
補
助
率

■
通
り
抜
け
ら
れ
る
道
路

道
路
幅
▼
1.8
㍍
以
上
　
事
業
同
意
者
数
▼
２

人
以
上
　
補
助
率
▼
80
㌫
　

■
通
り
抜
け
ら
れ
な
い
道
路

道
路
幅
▼
2.7
㍍
以
上
　
道
路
延
長
▼
20
㍍
以

上
　
事
業
同
意
者
数
▼
３
人
以
上
　
家
屋
連

た
ん
戸
数
▼
３
戸
以
上
　
補
助
率
▼
60
㌫

※
道
路
敷
地
が
公
有
地
を
２
分
の
１
以
上
含
　

む
と
き
は
、
補
助
率
10
㌫
増

●
問
い
合
わ
せ
　
道
路
建
設
課

tel(

８
６
６)
２
１
３
３

７
月
１
日
か
ら
、
建
築
す
る
建
物
が
建
築

基
準
法
な
ど
の
基
準
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
「
建
築
確
認
」
を
申
請
す
る

前
に
、
道
路
に
つ
い
て
の
「
事
前
協
議
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
建
築
を
計
画
し
て
い
る
敷
地
に

接
す
る
道
路
や
通
路
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
市
と
協
議
し
、
そ
の
後
の
手
続
き
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課

tel(

８
６
６)

２
１
５
３

市
街
化
調
整
区
域
で
も
許
可
な
し
で
建
築

物
を
建
て
ら
れ
る
「
既
存
宅
地
の
確
認
制
度
」

は
、
都
市
計
画
法
の
改
正
で
平
成
13
年
５
月

に
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
経
過
措
置
と

し
て
、
過
去
に
既
存
宅
地
の
確
認
を
受
け
た

土
地
に
対
し
て
と
ら
れ
て
い
る
猶
予
期
間

が
、
来
年
５
月
17
日
で
終
了
し
ま
す
。

終
了
後
は
一
般
の
市
街
化
調
整
区
域
と
同

じ
制
限
が
か
か
り
、「
既
存
宅
地
」
と
し
て
建

築
物
を
建
て
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■
経
過
措
置
終
了
後
の
お
も
な
変
更
点

(

平
成
18
年
５
月
18
日
か
ら)

１
す
で
に
自
分
の
居
住
ま
た
は
業
務
の
た

め
に
建
て
た
建
築
物
を
建
て
替
え
す
る
場
合

…
許
可
不
要
で
建
て
替
え
で
き
る
床
面
積

は
、
建
て
替
え
前
の
1.5
倍
ま
で
で
す

２
す
で
に
自
分
の
居
住
ま
た
は
業
務
の
た

め
に
建
て
た
建
築
物
を
売
買
す
る
場
合
…
建

物
を
買
っ
た
人
が
来
年
５
月
18
日
以
降
に
移

り
住
む
場
合
は
、
市
の
許
可
が
必
要
で
す

３
こ
れ
か
ら
新
築
す
る
場
合
…
一
般
の
市

街
化
調
整
区
域
と
同
じ
制
限
が
か
か
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

tel(

８
６
６)
２
１
５
５

中
通
七
丁
目
地
内
で
、
来
年
３
月
下
旬
ま

で
下
水
道
管
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
、
工
事
区
間
の
一
部
が
片
側
交
互

通
行
に
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
工
事
区
間
周
辺
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
迂
回
す
る
な
ど
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
局
維
持
管
理
課

tel(

８
２
３)

８
４
３
３

秋
田
県
の
最
低
賃
金
は
、
１
時
間
あ
た
り

608
円
で
す
。
こ
の
最
低
賃
金
は
県
内
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
こ
れ
よ
り

低
い
賃
金
で
働
か
せ
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
労
働
基
準
監
督
署

tel(

８
６
５)

３
６
７
１

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

３
市
街
化
調
整
区
域
の

既
存
宅
地
確
認
制
度
の

経
過
措
置
が
終
了

２
建
築
確
認
申
請
の
前
に

事
前
協
議
が
必
要
で
す

４
来
年
３
月
下
旬
ま
で

中
通
で
片
側
交
互
通
行

私
道
の
舗
装
整
備
に

補
助
し
ま
す

１

５
秋
田
県
の
最
低
賃
金
は

608
円
で
す

収集日にあたってい
る地区のかたは、ご注
意ください。

11月23日(水)
「勤労感謝の日」
資源化物の

収集は行いません。

環境業務課tel(863)6631



フ
グ
の
お
い
し
い
季
節
で
す
。
で
も
、
フ

グ
は
正
し
い
調
理
を
し
な
い
と
食
中
毒
を
起

こ
し
、
と
き
に
は
死
に
至
る
こ
と
も
…
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
釣
っ
た
フ
グ
を
素
人

が
家
で
調
理
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
釣
っ

た
フ
グ
や
、
も
ら
っ
た
フ
グ
を
素
人
判
断
で

調
理
す
る
の
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
フ
グ
を
食
べ
て
し
び
れ
が
き
た
ら
、

す
ぐ
に
「
フ
グ
を
食
べ
た
」
と
言
っ
て
119
番

へ
電
話
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
市
保
健
所
で
は
、
フ
グ
の
取
り
扱

い
が
で
き
る
店
に
「
フ
グ
取
扱
所
届
出
済
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
フ
グ
を
食

べ
る
た
め
に
、
届
出
済
証
の
掲
示
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

フ
グ
毒
の
特
徴

▼
フ
グ
毒
は
、
肝
臓
、
卵
巣
に
あ
り
ま
す
が
、

種
類
に
よ
っ
て
は
、
皮
、
筋
肉
に
も
含
ま

れ
て
い
た
り
、
同
じ
種
類
で
も
、
季
節
な

ど
に
よ
っ
て
、
毒
の
部
分
が
異
な
り
ま
す

▼
毒
の
力
は
、
青
酸
カ
リ
の
千
倍
以
上
で
す

▼
フ
グ
毒
に
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
食
後
20
分
〜
３
時
間
で
く
ち
び
る
や
手
の

感
覚
マ
ヒ
、
運
動
神
経
マ
ヒ
、
呼
吸
困
難

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す

▼
フ
グ
毒
は
死
亡
率
が
高
く
、
発
症
か
ら
４

〜
６
時
間
で
、
死
亡
に
ま
で
至
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
検
査
課

tel(

８
８
３)

１
１
８
１

国勢調査へのご協力ありがとうございました。
皆さんの調査票は厳重な管理のもとで集計中です。
また、「センサスくんクイズ」へは、たくさんの

応募をいただきました。答えとなる人口・世帯数
の速報は12月に公表されますので、当選者の発表
はもうしばらくお待ちください。

国勢調査秋田市実施本部
tel(866)1964(情報政策課内)

国勢調査ただいま集計中！

６
死
亡
率
が
高
い

フ
グ
の
食
中
毒
に

ご
注
意
！

「思っていたサービスとちがう」「詳しく説明し
てくれない」…など、利用している事業の担当者
に直接話しにくい場合や、話し合ってもなかなか
解決しないときは、お気軽にご相談ください。

福祉サービスの
苦情解決をお手伝い

秋田県福祉サービス相談支援センター
旭北栄町１-５(秋田県社会福祉協議会内)

tel(864)2726 ファクス(864)2742
(平日の午前８時30分～午後５時)

09 広報あきた　11月16日号

ご存じですか
「成年後見制度」
判断能力が不十分なかたを
保護し、支援する制度です

秋田家庭裁判所tel(824)3121

市役所の申し立てによる成年後見制度の利
用に際して、費用負担(申立経費、後見人報酬
など)が困難なかたには、助成も行っています。
詳しくは下記の窓口へお問い合わせください。

最近、認知症の高齢者などを狙って、必要
のない高額な契約を結ばせる悪質商法の被害
が相次いでいます。
成年後見制度は、認知症や知的障害、精神

障害などのために判断能力が不十分なかた
が、財産管理や介護・福祉のサービスなどの
契約をするときに、本人に不利益になること
を防いでくれる「後見人」を設ける制度です。

申し立ては誰ができるの？
申し立てできるのは、本人、配偶者、親族な

どですが、身寄りがいないなどの理由で申し立
てる人がいない場合は、下記の窓口にご相談く
ださい。その場合は、親族などに代わり市役所
が申し立てることになります。

制度を利用するためには、家庭裁判所への申
し立てが必要です。

認知症高齢者の場合…高齢福祉課tel(866)2095
知的障害者の場合…障害福祉課tel(866)2093
精神障害者の場合…健康管理課tel(883)1180

制度を利用したいときは？

成年後見制度全般についての問い合わせ

制度には、本人の判断能力が不十分になって
から家庭裁判所に後見人などを選任してもらう
「法定後見制度」と、本人がまだ判断能力がある
うちに自分で後見人を決めておく「任意後見制
度」があります。
後見人は本人の利益を考えながら、本人を代

理して契約をしたり、本人がした不利益な法律
行為を取り消したりすることで支援します。

制度の種類と内容
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今
年
も
お
い
し
さ

大
豊
作
！

ボ
ー
ト
ピ
ア
河
辺

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

来
年
度
の
要
望
な
ど
を
話
し
合
い

岩見三内地区の
観光スポット整備を

雄
和
地
域
審
議
会
で
は
、
雄
和
市
民
セ

ン
タ
ー
に
、
高
齢
者
な
ど
の
た
め
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
各
種
団

体
が
打
ち
合
わ
せ
や
事
務
作
業
に
利
用
で

き
る
住
民
開
放
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ

と
、
旧
議
場
を
ミ
ニ
多
目
的
ホ
ー
ル
に
す

る
こ
と
な
ど
の
活
用
案
が
事
務
局
か
ら
示

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
二
十
七
日
の
地
域
審
議
会

臨
時
会
で
決
定
し
た
「
雄
和
地
域
の
現
行

除
雪
基
準
の
維
持
」
や
「
循
環
バ
ス
・
ユ

ー
グ
ル
の
運
行
継
続
」「
大
正
寺
学
区
学

校
施
設
の
利
活
用
」
な
ど
五
項
目
を
、
平

成
十
八
年
度
予
算
に
要
望
し
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

河
辺
地
域
審
議
会
で
は
、
旧
町
庁
舎
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
旧
議
場
を
ミ
ニ
多

目
的
ホ
ー
ル
と
す
る
こ
と
や
、
河
辺
総
合

福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
内
へ
図
書
館
機
能
を

導
入
す
る
こ
と
な
ど
が
事
務
局
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
委
員
か
ら
は
そ
れ
に
対
し
、
図

書
館
機
能
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
予
算
に
関
す
る

要
望
と
し
て
、
第
二
回
地
域
審
議
会
で
決

定
さ
れ
た
「
携
帯
電
話
の
不
感
地
帯
の
解

消
」
な
ど
七
項
目
の
ほ
か
、
岩
見
三
内
地

区
へ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
整
備
、
高
齢
者
バ

ス
優
遇
乗
車
券
の
販
売
所
の
増
設
の
二
項

目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

10月19日 河辺地域

除雪の基準を
維持してほしい

10月21日 雄和地域

第
３
回
河
辺
・
雄
和
地
域
審
議
会

肥
よ
く
な
農
地
や
山
林
が
広
が
る
河
辺
、

雄
和
地
域
は
、
お
い
し
い
お
米
や
野
菜
、

山
菜
、
キ
ノ
コ
な
ど
の
宝
庫
。
そ
の
収
穫

を
た
く
さ
ん
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う

と
、
十
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
両
日
、

ボ
ー
ト
ピ
ア
河
辺
で
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
秋
の
収
穫
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、
開
始

時
刻
前
か
ら
目
当
て
の
物
を
買
い
求
め
る

お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
特
に
、

新
鮮
な
カ
ニ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
カ

ニ
汁
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
ボ
ー
ト
ピ
ア

河
辺
の
来
場
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
か
た

が
傘
を
差
し
な
が
ら
並
ん
で
い
ま
し
た
。

同
じ
く
人
気
を
集
め
た
の
が
、
新
米
の

無
料
配
布
で
す
。
あ
ま
り
の
人
気
に
、
即

完
売(

配)

。
運
良
く
も
ら
え
た
か
た
は
、
お

い
し
い
収
穫
に
ニ
ッ
コ
リ
。

どこで「収穫」しようかな？

十
月
三
十
一
日
、
雄
和
の
女
米
木
老
人
ク

ラ
ブ
福
寿
会
が
、
毎
年
恒
例
の
「
と
ろ
ろ
飯

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
も
終
わ
っ

て
ほ
っ
と
一
息
の
こ
の
時
期
、
今
年
は
四
十

二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
尾
山
で
と
れ
た
山
い
も
か
ら
作
っ
た
と

ろ
ろ
は
、
驚
く
ほ
ど
強
い
粘
り
。
そ
れ
を
、

会
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
み
そ
の
特
製

だ
し
汁
で
の
ば
し
、
女
米
木
産
あ
き
た
こ
ま

ち
に
と
ろ
〜
っ
と
か
け
れ
ば
、
お
い
し
い
と

ろ
ろ
飯
の
で
き
あ
が
り
で
す
。

す
る
す
る
っ
と
お
な
か
に
入
っ
て
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
「
お
か
わ

り
！
」
が
続
出
。
三
・
五
㌔
の
山
い
も
か
ら

作
っ
た
五
十
人
前
の
と
ろ
ろ
を
あ
っ
と
い
う

間
に
ペ
ロ
リ
と
た
い
ら
げ
ま
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
女
米
木
の
と
ろ
ろ
は
違
う
な
」

と
、
今
年
も
大
満
足
の
会
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
産
の
ね
ば
り

で
元
気
百
倍
！
　
　

雄
和
女め

米め

木き

で
と
ろ
ろ
飯
会

やっぱりうめなぁ～。
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大
正
寺
お
け
さ
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
の
加
藤
さ
ん

tel

０
９
０-

８
７
８
１-

７
４
０
３

秋
田
市
や
由
利
本
荘
市
、

大
仙
市
な
ど
、
雄
和
地
域
内

外
か
ら
の
多
彩
な
出
場
者
が

民
謡
や
舞
踊
、
大
正
琴
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
を
披
露
し
ま

す
。
入
場
無
料
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

JA
新
あ
き
た
大
正
寺
支
店

２
階
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

電
気
工
事
業
▼
岩
崎
巖(

四
ツ
小
屋
66
歳)

豆
腐
製
造
業
▼
吉
川
宏
悦(

牛
島
61
歳)

美
容
師
▼
駒
場
ハ
ツ
ヱ(

千
秋
73
歳)

理
容
師
▼
塚
田
巍(

新
屋
70
歳)

と

び
▼
齊
藤
久
明(

雄
和
73
歳)

寝
具
製
作
▼
佐
藤
セ
ツ(

将
軍
野
72
歳)

タ
イ
ル
工
▼
佐
藤
二
三
男(

新
屋
67
歳)

車
体
整
備
▼
神
保
明
之(

外
旭
川
64
歳)

菓
子
製
造
▼

島
勝
雄(

新
屋
62
歳)

左
官
工
▼
武
藤

美(

下
北
手
63
歳)

湯
澤
三
男(

広
面
66
歳)

建
築
大
工
▼
今
鐐
悦(

雄
和
65
歳)

建
築
大
工
▼
伊
藤
美
知
雄(

金
足
52
歳)

丸
野
内
孝
男(

新
屋
58
歳)

左
官
工
▼
菅
原
幸

(

下
新
城
59
歳)

路
面
表
示
▼
稻
澤
政
浩(

仁
井
田
42
歳)

調
理
師
▼
岡
部
多
美
雄(

河
辺
51
歳)

藤
原
松
夫(

楢
山
63
歳)

車
体
整
備
▼
小
西
重
雄(

新
屋
63
歳)

造
園
工
事
業
▼
柴
山
貞
則(

手
形
54
歳)

生
花
販
売
▼
鈴
木
次
男(
四
ツ
小
屋
49
歳)

畳

工
▼
村
上
建
一(
旭
南
62
歳)

表
具
工
▼
木
村
明
夫(

保
戸
野
51
歳)

技
能
功
労
者
は
六
十
歳
以
上
で
三
十
年
以
上
の
経
験
と
優

れ
た
技
能
を
持
ち
、
後
進
の
指
導
・
育
成
な
ど
他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
か
た
に
、
優
秀
技
能
者
は
各
種
競
技
大
会
入
賞

な
ど
、
優
れ
た
技
能
を
持
っ
て
い
る
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
は
次
の
二
十
三
人
の
か
た
が
た
に
決
ま
り
ま
し

た
。
表
彰
式
は
十
一
月
三
十
日
(水)
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

工
業
労
政
課
ま
で
。

工
業
労
政
課tel(

８
６
６)

２
１
１
４

★
能
功
労
者

11
月
20
日
(日)

午
前
10
時
〜

受
賞
お
め
で
と
う
！

技
能
功
労
者

優
秀
技
能
者

技
能
功
労
者

優
秀
技
能
者

＝
敬
称
略

秀
技
能
者
＝
敬
称
略

技

優

岡部多美雄さん(河辺)

「市町合併後、最初の表彰で選ばれて
うれしいです。味だけでなく見た目も
おいしい、真心のこもった料理をお出
しするのがモットー。野菜の剥

む

き物(写
真は大根で作ったコイ)も得意です」

「杉のや」取締役調理長
優秀技能者

「地元雄和の水沢橋や、秋田大学医学部、
旧産業会館など、とび職人として、市
内の多くの建築物に関わってきました。
今は現場の安全対策がしっかりしてい
る分、油断しないための厳しさも必要。
体が動く限りは、自分の技術と経験を
現場に伝えていきたいですね」

齊藤久明さん(雄和)
(株)三栄建設取締役会長

技能功労者
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読
者
の
伝
言
板

牛島地区で園児と高校生がお年寄り宅を訪問

月　刊

読者のみなさんのページです。
17ページに掲載している広報ク
イズの答えと一緒に、気ままな
ひとこと、ちょっと言いたいひ
とことを、お待ちしています。

●
明
徳
館
の
帰
り
道
に
、
通
町
で

信
号
待
ち
を
し
て
い
る
と
、
道
の

向
こ
う
か
ら
「
い
い
よ
、
い
い
よ
」

と
い
う
声
。
待
っ
て
い
た
の
は
白

杖
を
持
っ
た
私
だ
け
だ
っ
た
の

で
、
早
速
横
断
し
始
め
ま
し
た
。

ほ
っ
と
し
な
が
ら
渡
っ
て
い
る

と
、「
O
K
、
O
K
。
ガ
ン
バ
ッ

テ
ク
ダ
サ
イ
」
と
言
い
な
が
ら
、

私
の
手
を
引
い
て
リ
ー
ド
し
て
く

れ
た
人
が
い
ま
し
た
。話
し
方
で
、

す
ぐ
外
国
の
青
年
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。
そ
の
交
差
点
は
、
視
覚
障

害
者
に
は
と
て
も
怖
い
と
こ
ろ

で
、
い
つ
も
誰
か
渡
る
人
が
来
る

ま
で
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
い
ち
早
く
大
き
な
声
で
、
信

号
が
青
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て

く
れ
た
彼
に
、
心
が
す
っ
か
り
洗

わ
れ
た
さ
わ
や
か
な
昼
下
が
り
で

し
た(

熊
谷
幸
二
郎
さ
ん
　
79

歳
・
八
橋)

●
読
み
聞
か
せ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
幼
稚
園
に
出
か
け
ま
し
た
。
天

使
の
よ
う
な
清
ら
か
な
目
…
静
か

に
本
の
内
容
に
く
ぎ
づ
け
に
な
っ

て
い
る
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
。

こ
の
よ
う
に
し
て
お
手
伝
い
で
き

る
こ
と
に
深
く
感
謝
の
一
日
で
し

た(

華
林
さ
ん
　
61
歳
・
新
屋)

●
お
隣
り
の
三
歳
の
女
の
子
か
ら

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
食
べ
て
！
」

と
二
本
の
さ
つ
ま
い
も
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
幼
稚
園
の
い
も
堀
り

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
か
わ
い
い
お

手
て
か
ら
受
け
取
り
、
私
の
顔
は

ゆ
る
み
っ
ぱ
な
し
で
し
た(

地
主

京
子
さ
ん
　
77
歳
・
御
野
場)

●
毎
年
、
胸
部
集
団
検
診
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
は
異
常
が

あ
っ
た
と
き
だ
け
、
お
知
ら
せ
が

来
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
外
出

か
ら
帰
っ
て
「
検
診
結
果
在
中
」

と
か
か
れ
た
封
筒
が
届
い
て
い
た

の
に
ビ
ッ
ク
リ
。
早
速
開
け
て
み

る
と「
異
常
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
」

の
一
言
で
安
心
し
ま
し
た
。
来
年

も
検
診
を
受
け
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す(

須
田
惠
子
さ
ん
　
56
歳
・

横
森)

※
今
年
度
か
ら
、
胸
部
検
診
を
受
け

た
40
歳
〜
64
歳
の
か
た
に
は
、
異
常

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
員
に
検

診
結
果
を
通
知
し
て
い
ま
す
。
65
歳

以
上
の
か
た
に
は
、
異
常
の
あ
る
場

合
だ
け
通
知
し
て
い
ま
す
。

●
在
宅
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
ク
ー

ポ
ン
券
は
、
も
う
子
ど
も
が
小
学

「おじいちゃん、おばあちゃん、か
ぜひかないでね！」…「ありがとね」
10月21日、牛島地区で行われた

“友愛訪問”での一コマ。
牛島地区民生児童委員協議会で

は、牛島保育所の子どもたちと一緒
に、安否確認をかねて、地域のひ
とり暮らしのお年寄り宅を毎年10
月に訪問しています。
この日は、保育所の呼びかけで

秋田南高校の生徒９人も同行。元
気でかわいい訪問者たちに、おじ

いちゃん、おばあちゃんも「自分の
孫が来たみたい」と目を細めます。
牛島地区民児協の伊藤愼一会長

は、「牛島地区で、65歳以上のひとり
暮らしは200軒を数えます。友愛訪
問が始まって15年ほどになります
が、みんなこの日を待ち望んでいま
す」と笑顔で話してくれました。
ちなみに、お年寄りへのお土産

は、お菓子とティッシュペーパー、
それに文頭の一言。寒い冬も元気
に過ごせる、温かい“おまじない”

が、今年もよ～く効きそうです。

温かい“おまじない”今年も効きそう

おばあちゃん、いつまでも元気でね！

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

tel(866)2034 ＦＡＸ(866)2287
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校
と
幼
稚
園
な
の
で
も
ら
え
ま
せ

ん
が
、
男
鹿
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
な

ど
う
ら
や
ま
し
い
な
あ
と
思
い
ま

す(

船
木
伸
子
さ
ん
　
37
歳
・
旭

南)●
久
々
に
県
外
へ
の
一
泊
旅
行
を

計
画
中
。
ド
ラ
イ
ブ
を
し
な
が
ら

発
見
す
る
お
店
で
お
い
し
い
も
の

を
食
べ
る
の
が
、
今
か
ら
楽
し

み
！(

く
ま
太
郎
さ
ん
　
29
歳
・

手
形)

●
定
年
に
な
っ
て
毎
日
妻
と
二
人

で
平
凡
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、

健
康
の
た
め
散
歩
を
欠
か
さ
ず
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

生
あ
る
限
り
細
々
と
、
妻
と
共
に

歩
ん
で
行
き
た
い
で
す(

ク
マ
タ

カ
さ
ん
　
61
歳
・
桜)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「岨谷」峡、問２が「16」
万頭でした。全問正解176通(応募総数178通)の中から、次の
20人のかたに図書カード(10人)とスギッチ携帯電話ストラッ
プ(10人)をお送りします。

10月16日号の当選者

◆11月の広報クイズは17ページです。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

＝敬称略＝

係から
ひとこと

「とろろ飯、
うめがった～」

み
な
さ
ん
、
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
が
登
場
す

る
広
報
テ
レ
ビ
番
組
は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た

か
。市

民
リ
ポ
ー
タ
ー
は
広
報
番
組
の
自
主
制

作
五
十
周
年
を
記
念
し
た
企
画
で
、
十
五
人

の
応
募
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
十
三
人
に
ご
出

演
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。
三
月
ま
で
に
全
員

に
出
演
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

視
聴
者
か
ら
は
「
番
組
が
や
わ
ら
か
く
な

っ
て
親
近
感
が
増
し
た
」、
リ
ポ
ー
タ
ー
か

ら
は
「
制
作
の
裏
側
が
見
れ
て
番
組
に
愛
着

が
わ
い
た
」
と
評
判
は
上
々
。
制
作
し
て
い

る
私
た
ち
も
、
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
の
目
線
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
助
言
を
い
た
だ
き
、
新
し
い

発
見
の
中
で
楽
し
く
番
組
作
り
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
登
場
す
る
市
民

リ
ポ
ー
タ
ー
を
お
見
逃
し
な
く
！
　(

渡
邉)

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者の
かたに厳正に抽選してもらっています(広報課)

とろろ飯会を行
った女米木老人
クラブ福寿会会
長の安藤恭悦さ
ん(雄和)

中学校文化フェ
スティバルに参
加した佐藤宏祐
くん(岩見三内
中２年)

秋のまんたらめも
りーで、紅葉狩り
をした加藤愛深
(まなみ)さん(広面
小５年)

雨の森も大好き！

今度は一緒に作ろうね

寺内保育所の作ろ
うかんたんおやつ
に参加した利部梢
さんと聖菜ちゃん
(下北手)

10月30日、文化会館で行われた中学校文化
フェスティバル

今年も福寿会恒例のとろ
ろ飯会を開きました。これ
を食べるのを１年間みんな
が楽しみにしているんです。
女米木のとろろは、特別お
いしいんですよ。これでま
た１年間、健康で頑張れま
す。(詳しくは10㌻に)

とろろ飯が元気の源

岩見三内中は今回、全校
生徒の合唱で初参加しまし
た。すごく緊張しましたが、
一丸となって発表できまし
た。ほかの中学校の発表も
すごかったですね。来年は、
よりインパクトのあるもの
をやってみたいです。

魅せました！岩中の心意気

雨になっちゃって、最初
残念に思ったけど、花や葉
についたしずくがきれいだ
ったし、紅葉の赤や黄色も
鮮やかに見えて、来て良か
ったです。雨の森に出かけ
るなんて普段できないので、
良い体験ができました。

炊きたてご飯と小麦粉で、
五平餅を作りました。わざ
わざ買いに行かなくても、
家にある材料で気軽に作れ
るのがいいですね。みそだ
れに入れたごまが香ばしく
ておいしかったです。聖菜
もいっぱい食べましたよ。

笑顔に会えてよかった

牛島地区の友愛
訪問に参加した
秋元創太さん
(秋田南高校２
年)

牛島保育所の子どもたちと
地域のお年寄りの家を訪問し
ました。訪問先では涙ぐむお
ばあちゃんもいたけど、みん
な笑顔で迎えてくれて、こっ
ちまでうれしくなりました。
授業では学べないことを体験
できてよかったです。

図書カード 安藤徳悦(牛島) 工藤愛子(添川) 佐々木亮子(雄和)
佐藤兼三郎(外旭川) 進藤キサ子(土崎) 高島典子(新屋) 高原直
美(山王) 冨岡光二(外旭川) 湊悦子(外旭川) メグ(旭南)
ストラップ アッシーです(濁川) 伊藤博(添川) 伊藤ヨシ子(河
辺) 大住のヨーヨー(大住) 貝田真(寺内) 柏谷美穂(雄和) 佐藤
路子(新屋) 佐藤隆子(楢山) 中田哲夫(土崎) 三浦洋子(千秋)
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員の伊藤さんtel(839)3891
★みんなが主役３Ｂ体操 就園前
のお子さんとご家族が対象です。
11月20日(日)午前10時～正午、遊
学舎。託児付き。参加料１家族
300円。先着50組。申し込みは子
育て・高齢者介護サポートばっけ
の会tel(834)4733
★きらきら広場 就園前のお子さ
んとご家族が対象です。11月21日
(月)午前10時～11時30分、御所野
ふれあいセンター多目的ホール。
無料。御所野地区主任児童委員の
石塚さんtel(839)9244
★なかよし広場 就学前のお子さ
んと保護者が対象です。12月１日
(木)午前10時～11時30分、河辺総
合福祉交流センター。子育ての講
話や遊びの紹介。申し込みは11月
2 7日 (日 )まで代表の鈴木さん
tel(884)2431(午前９時～午後５時)
★ちびっこのつどい 旭南・川
尻・旭北・保戸野地区の就園前の
お子さんと保護者が対象です。12
月２日(金)午前10時～11時30分、
サンパル秋田。クリスマス会。参
加無料。先着30組。申し込みは、
11月24日(木)まで川尻地区主任児童
委員の加賀屋さんtel(823)0561
★めんこいくらぶ 就園前のお子
さんが対象です。11月29日(火)、
12月６日(火)・20日(火)午前10時～、
大住地区コミセン。無料。子ども
未来センターtel(887)5340

★ケーキ作りにおいで 11月18日
(金)午前10時30分～、わかば幼稚園。
無料。tel(863)8632
★クリスマス飾りづくりをしよう
12月３日(土)午前９時30分～11時、
聖園学園短大附属幼稚園。無料。
tel(823)2695
★ルーテルぱあく 12月３日(土)午
前９時45分～11時、ルーテル愛児
幼稚園。クリスマス会。申し込み
が必要です。tel(828)3038

親子なかよし3B体操
と　き　11月30日(水)午前10時30分～11時30分
ところ　アルヴェ１階音楽交流室

幼稚園で遊ぼう

３歳前後のお子さんと保護者が対象です。ボールなど
を使って音楽に合わせて行う体操です。子どもと一緒に
身体を動かして、リフレッシュ！　参加無料。定員30組。

申し込み 11月21日(月)から子ども未来センターtel(887)5340

とき 12月17日(土)
午後１時～３時30分

ところ 市保健センター

●赤ちゃんのお風呂の入れ方体験
●助産師の講話「産後の体と心の変化・
育児参加の実際について」

●ビデオ学習　●保健サービスの紹介

往復はがきの往信用に、夫婦の氏名(ふりがな)・年齢、
住所、電話番号、12月17日現在の妊娠週数と出産予定日、
返信用に住所、氏名を書いて、12月１日(木)(必着)まで、
〒010-0976八橋南一丁目8-3 秋田市保健所　保健予防
課母子保健担当

定員 36組(応募多数の場合は抽選)

申し込み

問い合わせ 市保健所保健予防課tel(883)1174

ご存じですか？里親制度
里親制度は、いろいろな家庭の事情で、家族と一緒に

生活することができないお子さんを、里親として登録し
ているご家庭にお願いして養育してもらう制度です。
里親には、養育里親、親族里親、短期里親、専門里親

の４種類があり、審査を受けた後に登録されます。
里親登録の手続きや制度の詳しい内容についてはお問

い合わせください。

家庭に恵まれない子どものために

問い合わせ
県子育て支援課tel(860)1344
県中央児童相談所tel(862)7311

対象　妊娠16週～35週の
妊婦さんと配偶者のかた

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
レ
ー
ド
で

▼
▼

▼



妊婦さん、産婦さん、生後28日
以内の赤ちゃんのいるご家庭に助
産師が訪問し、心配事などの相談
に応じます。申し込みは、妊婦さ
んは電話で、産婦さん・赤ちゃん
への訪問は母子健康手帳に入って
いる出生連絡票を郵送してくださ
い。保健予防課tel(883)1174

２歳になった日から２歳２か月
になる前日までのお子さんを対象
に、母子健康手帳別冊に記載され
ている市内の委託医療機関(小澤歯
科医院、泉南デンタルクリニック、
工藤歯科医院、アキタデンタルク
リニック、歯科大町クリニックを
除く)で行っています。個人通知は
しませんので、母子健康手帳別冊
をよく読んで受診しましょう。

保健予防課tel(883)1174

妊娠16週目から35周目までの妊
婦さんが対象です。妊娠中の食生
活についての講話、試食、歯みが
き指導、母子保健サービスの紹介
など。個別相談もあります。受講
無料。母子健康手帳、筆記用具、
おしぼりを持って、直接会場へど
うぞ。保健予防課tel(883)1175
とき／12月１日(木)午前10時～11
時30分(受付は９時30分から) と
ころ／市保健センター　

20歳以下の妊婦さんと、20歳以
下でママになったかたが対象で
す。同じ年代のママ友だちを見つ
けませんか。個別相談もあります。
とき／12月５日(月)午前10時～正
午　ところ／市保健センター
●申し込み　保健予防課

tel(883)1174

生後６か月までのお子さんの保
護者が対象です。小児科医師の講
話や参加者同士の情報交換。託児
あり。
とき／12月７日(水)午後１時20分
～３時30分　ところ／市保健セン
ター　定員／先着30組
●申し込み　11月18日(金)から保
健予防課tel(883)1174

生後４か月～10か月のお子さん
の保護者が対象です。月齢にあっ
た離乳食の進め方、食品の調理法、
試食、歯のお手入れについて。栄
養士、保健師、歯科衛生士による
個別指導もあります。受講無料。
筆記用具、母子健康手帳、おしぼ
りを持って、お子さんと一緒に直
接会場へどうぞ。
とき／12月９日(金)午後１時30分
～３時(受付は１時から) とこ
ろ／雄和公民館
●問い合わせ　雄和市民センター

tel(886)5530

いずれも参加無料です。直接会
場へどうぞ。tel(887)5340
★親子のふれあい広場 会場はア
ルヴェの子ども未来センター。時
間は午前10時～10時30分。
よちよち広場(０歳・１歳)＝11月
17日(木)、12月１日(木)
ぴょんぴょん広場(２歳・３歳)＝
11月24日(木)、12月８日(木)
★こんにちは広場 就園前のお子
さんとご家族が対象。12月６日(火)
午前10時～、明徳児童センターで。
ふれあい遊びや育児相談

★保育所開放 ０歳～５歳の親子
が対象です。直接各保育所へどう
ぞ。時間は午前９時45分～11時。

11月22日(火) 川口・手形第一・
川添・雄和中央・新波
★離乳食試食会 上記の保育所開
放に合わせて、次の４か所で実施
します。申し込みは11月18日(金)
から各保育所へ。
手形第一保育所tel(834)0766
川添保育所tel(886)2139
雄和中央保育所tel(886)2595
新波保育所tel(887)2014
★こんにちは赤ちゃんルーム 将
来のお父さん、お母さんなどが対
象です。０歳児室で保育体験や離
乳食の試食。12月３日(土)午前10
時から、牛島保育所で。申し込み
は11月21日(月)から牛島保育所

tel(832)3045
★親子サロン お子さんを遊ばせ
ながら、ママ同士でおしゃべりし
ましょう。11月30日(水)午前10時
～11時30分、川尻保育所で。申し
込みは11月21日(月)から川尻保育
所tel(823)3254

託児付きのアクアビクスレッス
ン。お子さんのいないかたの参加
も大歓迎。料金1,800円(入館料・
昼食代込み)。お子さんのいないか
たは1,500円。先着20人。参加者
５人未満の場合は中止。
とき／11月29日(火)午前11時～正
午　ところ／ザ・ブーン
●申し込み　11月25日(金)まで
ザ・ブーンtel(827)2301

★ダリアエンジェルクラブ 毎週
金曜日午前10時～午後１時、雄和
公民館。11月25日(金)はパネルシ
アターや大型人形で遊ぼう。代表
の佐々木さんtel(886)2028
★しゃぼんだま広場 就園前のお
子さんが対象です。11月18日(金)
午前10時～11時30分、四ツ小屋児
童センター。親子クッキングと健
康相談。四ツ小屋地区主任児童委

● 元気が大好き
育児コーナー

育 児

２歳児歯科健康診査

マタニティー食生活講座

ほのぼの育児教室

保育所で遊びませんか

育児サークルにおいで

子ども未来センターの催し

ヤングプレママ＆ヤング
ママのおしゃべりルーム

ママたちのイキイキアクアビクス

夜間休日
応急診療所

診療時間　19：30～22：30
診療科目　小児科、耳鼻咽喉科

夜間休日応急診療所tel(832)3333 保健予防課tel(883)1172

お子さんの急病は

千秋久保田町の
成人病医療センター１階

夜間

診療時間　９：30～15：30
診療科目　小児科

※上記診療時間・科目以外の受診は、市立病院、

組合病院、赤十字病院、中通病院へどうぞ。

休・祝日
年末年始

妊産婦・新生児訪問

離乳食教室へどうぞ

広報あきた　11月16日号15
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ボランティア募集

11/16(水) 11/22(火)
●近代工芸の精華
～千秋美術館企画展
●イベントなどで活躍中
秋田市のＰＲキャラクター

●まもなく閉園大森山動物園

11/23(水) 11/29(火)
月～木　午前10時30分～

火～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●秋田市史
近現代通史編刊行

●秋田市文化章受章者の紹介

15
分 ●11/27(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「秋田市の男女共生・次世代育成支援」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
te l (866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後 ５ 時54分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●環境貯金箱作戦の中間報告
●高齢者のインフルエンザ定期予防接種

エフエム椿台 午後スタ 毎週水　午後 ３ 時00分～
エフエム秋田 ふれあい情報 火～土　午前10時55分～

「「次次々々販販売売」」ににごご注注意意をを！！

消費生活相談は

秋田市消費者センター
tel(866)2016

シリーズ 24

●展示会場では、断りにくかったり、冷静な
判断ができない場合があります。不要なと
きは勇気を持って、きっぱり断りましょう

●訪問販売で契約した場合、８日間はクー
リング・オフ(無条件解除)ができます

●黙っていると、業者は何度でも勧めてき
ます。早めに消費者センターに相談を！

消消費費者者セセンンタターーかかららアアドドババイイスス

「次々販売」とは、１人の消費者に業者が商
品などを次々に販売するもので、高齢者が勧
められるままに契約して、結局支払いができ
なくなったというトラブルが増えています。
床下補強などのリフォーム工事のほか、着

物、健康食品、アクセサリー、ふとんなどが
多いようです。

ひとり暮らしの実家の母は年金
生活。知人に誘われて着物の展
示会に行ったことがきっかけと
なり、高額な着物や帯、バッグ

を勧められるままに購入している。知人に誘
われたこともあり、断りにくかったらしい。
現金払いのほか、クレジットも多数組んでい
て、今後支払っていけるのか心配だ。

「不要なふとんを無料で引き取
る」と業者に訪問されたが、
結果的に新しいふとんを勧め
られて、買うことになってし

まった。その後も何回も訪問され、羽毛ふと
んや敷物を次々とクレジット契約してしまっ
た。解約したい…。

相談事例１

●個人向け施設見学会●

秋田市の

史跡めぐり
12月８日(木)と15日(木)
午前９時15分～午後零時10分

コース JR秋田駅構内の秋田市観光案内所前集合→民俗芸能伝承
館→旧金子家住宅→地蔵田遺跡→秋田駅東口

定　員 各日20人。定員を超えた場合は、抽選により決定します

申し
込み

往復はがきに、希望見学日、住所、氏名、年齢、電話番号
を書いて、11月24日(木)(必着)まで、〒010-8560秋田市役
所市民相談室。Eメールの場合、件名を「施設見学会申し
込み」としてrequest@mail.city.akita.akita.jpへ。
電話では受け付けません

その他
往復はがき１枚(Eメール１通)につき２人まで。２人で申し
込む場合は、２人の氏名・年齢を必ず記入してください。
民俗芸能伝承館の入館料100円が必要です

旧金子家住宅内

問い合わせ 市民相談室tel(866)2039

12月17日(土)・18日(日)
太平山自然学習センター「まんたらめ」

１泊２日

定員 宿泊　先着60人 コンサートのみ　先着60人

宿泊　大人6,100円　小・中学生5,200円
コンサートのみ　大人700円　小・中学生500円参加費

11月18日(金)から25日(金)まで太平山自
然学習センターtel(827)2171

申し込み

対象 親子、家族 ※子どもだけの参加はご遠慮願います。

★まんたらめの森のクリスマス★

クリスマス飾り作り、森のサプライズ探検のほか、土曜の
夜(午後６時30分～８時)には、クリスマスコンサートも開催。
ピアノ、フルートの生演奏と素敵な歌声をお楽しみください
(ドリンク・デザート付き)。コンサートのみの参加もできます。

相談事例２

▼
▼

▼

▼

▼▼



１杯のコーヒーから、生産国と消費
国の関係を考えませんか。無料。
日時／11月26日(土)午前10時～午後
４時30分　会場／アルヴェ１階の音
楽交流室Ｄ　定員／30人
●申し込み　11月21日(月)まで市民交
流サロンtel(887)5312

交通安全功労者の表彰、医師の講演、
交通安全講習など。入場無料。直接
会場へ。生活課tel(866)2035
日時／11月24日(木)午後１時30分～
３時30分　会場／文化会館

女性、男性を取り巻く課題をテーマ
に新聞記事を切り抜き、女性学習セ
ンターの利用者やグループへ情報提
供するボランティアです。市内にお
住まいのかたならどなたでも。
●申し込み　11月28日(月)まで女性学
習センターtel(824)7764

■女性の人権ホットライン ＤＶ、
セクハラなどの相談に人権擁護委員
が応じます。11月20日(日)午前10時
～午後５時。相談電話tel(862)6503
■人権相談所 12月４日～10日の人
権週間にちなんで開設します。時間
は午前10時～午後３時。秋田地方法
務局人権擁護課tel(862)6531
12月３日(土) アルヴェ１階音楽交流室D
12月５日(月) 雄和農村改善センター
12月６日(火) 河辺公民館

作品入れ替えのため、11月28日(月)か
ら12月２日(金)まで臨時休館します。
tel(864)6851

広報クイズ●
正解者には、「図書
カード1000円分」ま
たは「スギッチ携帯
電話ストラップ」を、
抽選で各10人にプレ
ゼント！

気ままなひとことをそえて、
ご応募ください。広報クイズ
は、毎月16日号に掲載。

まだまだ取る人が少ない…。平成16年
の秋田県男性の育児●●取得率は0.7
㌫。●に入るのは？

はがき、ファクス、Ｅメールに、答えと住
所、氏名(ふりがな）、年齢、電話番号、
「図書カード」「ストラップ」のいずれか
希望を書いて、11月30日(水)(必着)まで、
〒010－8560秋田市役所広報課
ファクス(866)2287
Ｅメール ro-plpb@city.akita.akita.jp

１

２

応
募
方
法

※答えは11月１日、16日号の｢広報あきた｣の記事中に！

159

大学生のサイエンスサポーターが活躍
するのは、アルヴェの自然●●学習館。
●に入るのは？

※Ｅメールで応募するかたは、件名を「広
報クイズ」としてください。
※当選発表、読者の伝言板で、氏名の掲載
を希望しないかたは、氏名と一緒にペン
ネームなどをお書き添えください。

＊10月のクイズの当選者は
13㌻に掲載しています。

秋
あき

田市
た し

交通安全
こうつうあんぜん

市
し

民
みん

集
しゅう

会
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赤
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時
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休館
きゅうかん

新聞
しんぶん

切
き
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無
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料
りょう

相談
そうだん

へどうぞ

我
が
家
の
環
境
大
臣
東
北
地
方
イ
ベ
ン
ト

11月27日(日)午後１時～４時30分
アルヴェきらめき広場
●もったいない寄席…落語、講演、講談
「もったいない善兵衛」(神田紫) ほか

●ｅ-市民認定システム参加者の事例発表

京都議定書の約束“二酸化炭素マイナス６％”を達成す
るためには、わたしたち一人ひとりの心がけと取り組みが
大切です。この機会に、家庭レベルのエコライフについて、
もっと考えてみませんか。環境にやさしい市民「ｅ-市民」
コンテストや、「もったいない」をテーマにした楽しい寄
席。入場無料。先着300人。

はがき、ファクス、Ｅメールのいずれかで住所、
氏名、電話番号を書いて、環境企画課へ。
〒011-0904寺内蛭根三丁目24-3
ファクス(863)6630 tel(863)6632
Ｅメール　ro-evrc@city.akita.akita.jp

申
し
込
み

講談師神田紫さん

元・東京地検特捜部検事としてロッキード事件の解決にあたる。
現在は福祉活動に転じ、ふれあい社会の実現に向けて活動中。

●申し込み　11月17日(木)から電話、ファクス、Ｅメールのいずれかで住
所、氏名、電話番号を秋田市民交流プラザ管理室へ。tel(887)5310
ファクス(887)5311 Ｅメール ro-urky@city.akita.akita.jp

アルヴェ市民活動発表会の活動紹介コーナーで

アルヴェ市民活動発表会の展示ブースで、活動をＰＲしませんか。公
益的な活動を行うグループが対象です。展示パネル２枚とテーブル２台
が使えます。利用無料。20団体。申し込み多数の場合は書類選考。

●申し込み　ファクス、Ｅメールのいずれかで、代表者の住所、氏名、
電話番号、ファクス番号、Ｅメールアドレス、団体名、活動内容(できる
だけ詳しく)を書いて、11月25日(金)(必着)まで市民交流サロンへ。
ファクス(887)5659 Ｅメール cosmo-space@alve.jp tel(887)5312

アルヴェ市民活動フォーラム

12月８日(木)午後２時30分～４時
アルヴェ２階多目的ホール

講師 堀田力
つとむ

さん (弁護士、さわやか福祉財団理事長)

あなたの市民活動PRしませんか
12月18日(日)午前10時～午後３時
アルヴェきらめき広場

案 内

～誰にもあたたかい、ふれあいのまち～

広報あきた　11月16日号17
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活支援センターほくと
●申し込み　障害者生活支援センタ
ーほくとtel(873)7804

対象／ホームヘルパー研修２級課程
修了者で、未就労のかた　日時／12
月19日(月)～22日(木) 会場／県社会
福祉会館　参加料／無料　定員／先
着40人
●申し込み　秋田県福祉保健人材セ
ンターtel(864)2880

県内の大学などが連携して開催。介
護、生きがい、老いの科学的変化、
遺言など、明るく、しなやかに、し
たたかに生きるコツを学びます。
日時／12月３日(土)・17日(土)、１月
14日(土)・28日(土)午後１時30分～３
時　会場／仲小路の明徳館ビル２階
カレッジプラザ　参加料／無料
●申し込み　大学コンソーシアムあ
きた企画部tel(825)5455

用具はお貸しします。初めてのかた
でもＯＫ。直接会場へどうぞ。
日時／11月19日(土)午前９時30分～
会場／御所野の中央シルバーエリア室
内運動広場 参加料／1,000円
●問い合わせ　秋田スポーツチャンバ
ラ協会の佐々木さんtel(828)2996

秋田青少年オーケストラほか出演。
クラシックの名曲や童謡などを演奏
します。直接会場へ。入場無料。
日時／11月26日(土)午後２時～
会場／市立秋田総合病院１階
●問い合わせ　同コンサート実行委
員会(市立病院内)tel(823)4171

■秋田市管弦楽団 ベートーヴェン
作曲交響曲第９番ニ短調「合唱付」
ほか。11月20日(日)午後２時開演、
県民会館で。入場料一般2,400円、
小・中・高校生1,200円、親子ペア
3,000円。詳しくは、秋田市管弦楽
団の平良木さんtel(837)8506
■新屋高校吹奏楽部 11月26日(土)
午後２時開演、県民会館で。入場料
700円。詳しくは、新屋高校吹奏楽
部tel(828)5859

今年最後の開園日です。動物の慰霊
祭、トナカイや来年の干支(シンリ
ンオオカミ)との撮影会、ウォーク
クイズ、ふれあいタイムなど。
日時／11月23日(水)午前９時～午後
４時30分　会場／大森山動物園
入園料／500円(中学生以下無料)
●問い合わせ　大森山動物園

tel(828)5508

秋田杉を活用した家づくりの実例発
表など。直接会場へ。入場無料。
日時／11月26日(土)午後１時30分～
４時30分　会場／アトリエももさ
だ　定員／150人
●問い合わせ 「秋田杉で街づくり」
ネットワーク事務局tel(888)4551

県内の木材関連企業による新製品開
発などの報告と講演「また、木が気
になり始めた日本人」。入場無料。
日時／11月22日(火)午後１時～３時
30分　会場／シャインプラザ平安
閣秋田
●問い合わせ　(財)秋田県木材加工
推進機構tel0185(52)7000

住民、研究者、行政が一緒に、冷涼

地におけるマツ枯れ対策について語
り合います。直接会場へどうぞ。
日時／11月26日(土)午後２時～５時
会場／仲小路の明徳館ビル２階カレ
ッジプラザ　参加料／無料
●問い合わせ　県立大学生物資源科
学部の蒔田さんtel(872)1619

子どもの問題を考え、さまざまな活
動を行っているグループが、活動を
紹介し合うシンポジウムです。
日時／11月19日(土)午後１時～
会場／茨島の秋田市教育研究所
参加料／500円
●問い合わせ　生学相研事務局

tel090-8311-1351

「ホームレスが主役の農業再生プロ
ジェクト」について、クリーン・ボ
ランティア530代表の津田政明さん
が講演。入場無料。
日時／12月３日(土)午後１時30分～
３時　会場／遊学舎　
●問い合わせ　あきた地域通貨協議
会の武藤さんtel090-5575-8525

岡山県に日本初の孤児院を作った石
井十次の生涯を描いた「石井のおと
うさんありがとう」を上映。
日時／12月４日(日)午後２時30分～
会場／アルヴェ2階多目的ホール
前売券／一般1,200円、中学生以下
800円
●問い合わせ　To Be 共に生きる会
事務局tel0187(62)2598

種目はダブルス。
日時／12月６日(火)午前９時～
会場／市立体育館サブアリーナ
参加料／600円　
●申し込み　11月25日(金)まで市卓
球連盟の高田さんtel(835)7602

み
ん
な
の
情
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相談の種類 相談日 時間 定員など

要
予
約

予
約
不
要

法律 土崎支所

登記
人権・困りごと

年金・社会保険

税務

行政書士

12月１日(木)・15日(木)
12月８日(木)
12月１日(木)
12月13日(火)
11月24日(木)、12月８日(木)
12月２日(金)
12月９日(金)
12月20日(火)
12月20日(火)
12月14日(水)

各日
先着８人

先着６人

当日、直接、市
民相談室にお
越しください。
相談の順番は、
当日、抽選で
決定します。

相談場所は、市役所１階の市
民相談室。法律相談は土崎支所
と秋田テルサでも。法律相談と
登記相談の電話予約は11月22
日(火)午前８時30分から各会場
で受け付けます。ただし、秋田
テルサの法律相談は市民相談室
へ予約してください。

行政
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パティシエ気分でケーキに挑戦！
対象／小学４年～６年生　日時／12
月10日(土)午前９時30分～午後零時
30分　会場／南部公民館
材料費／500円　定員／先着18人
●申し込み　11月18日(金)午前８時
30分から南部公民館tel(832)2457

フットサルロボットの製作など。
対象／小学生以上のお子さんと保護
者　日時／11月26日(土)午後２時～
会場／アルヴェ自然科学学習館　参
加料／無料 定員／先着15組
●申し込み 11月17日(木)午前10時か
ら東北電力秋田営業所tel(884)3313

暮らしを彩る絵手紙を始めませんか。
日時／12月６日(火)午前10時～正午
会場／土崎公民館　材料費／1,000円
●申し込み　土崎公民館

t e l (846)1133

会場は各公民館です。中央・土崎・
北部公民館の講座は無料で、応募多
数の場合は抽選となります。
■中央公民館(サンパル秋田)…クリ
スマスカードと年賀状の作成 対
象／マウス操作のできるかた　日
時／12月６日(火)・８日(木)午後１時
30分～４時30分　定員／10人
●申し込み 往復はがきに講座名、
住所、氏名(ふりがな)、年齢、電話
番号を書いて、11月22日(火)まで、
〒010-0921秋田市大町二丁目3-27
中央公民館tel(824)5377
■土崎公民館…ワード2000で年賀
状作成 対象／文字入力ができるか

た　日時／①12月１日(木)午後１時
～４時、②５日(月)午前９時～正午
の２コース　定員／各日15人　
●申し込み　往復はがきに受講希望
日(①または②)、住所、氏名、電話
番号を書いて、11月22日(火)まで、
〒011-0945土崎港西四丁目2-10
土崎公民館tel(846)1133
■北部公民館 対象／初心者　日
時／①年賀状の作成が12月６日(火)
から８日(木)まで午後１時～４時
②クリスマスカードの作成などが
12月13日(火)から15日(木)まで午後１
時～４時　定員／各10人
●申し込み　①は11月25日(金)まで、
②は12月２日(金)まで、往復はがき
に講座名、住所、氏名、年齢、電話
番号を書いて、〒010-0146秋田市
下新城中野字前谷地263 北部公民
館tel(873)4839
■雄和公民館 定員／先着各10人　
日時／年賀状づくり(ワードができ
るかたが対象)が11月21日(月)と28日
(月)の２コース、午前10時～午後４
時(テキスト代315円) 初級エクセ
ルコースが12月６日(火)・13日(火)・
20日(火)の３日間、午前10時～正午
(テキスト代840円)
●申し込み　雄和公民館

te l (886)5585

秋田地方裁判所の裁判官が解説。
対象／２回とも参加できるかた　日
時／12月３日(土)・10日(土)午前10時
30分～正午　会場／サンパル秋田
定員／先着50人　参加料／無料
●申し込み　11月18日(金)から生涯
学習室tel(866)2245

会場／御所野の秋田テルサ
参加料／各2,200円(②は3,000円)
定員／先着各24人(②は12組)
①京風串揚 ３日(土)午前10時～午
後１時30分　②親子で作るクリス

マスケーキ(小学３年生以上の親子
が対象) 10日(土)午前10時～午後１
時30分　③中華クリスマスオード
ブル 12日(月)午前10時～午後２時
④洋風クリスマス料理 14日(水)午
前10時～午後１時30分
●申し込み　11月18日(金)から秋田
テルサtel(826)1800

中華料理、日本料理に挑戦。
日時／12月８日(木)・15日(木)午前10
時～午後２時　会場／東部公民館
材料費／１回1,000円　定員／16人
●申し込み　11月21日(月)午前８時
30分から東部公民館tel(834)2206

包丁の使い方から基本を学びます。
対象／30歳代までのかた　日時／
11月30日(水)午後６時30分～８時30
分　会場／大町のサンパル秋田　材
料費／500円
●申し込み　11月18日(金)午前９時か
ら勤労青少年ホームtel(824)5378

会場はサンパル秋田。申し込みは
11月17日(木)午前９時から女性学習
センターtel(824)7764
仕事帰りのリラクゼーション講座Ⅱ
ハープ、フルート、ギターなどの

音楽を聴き、疲れを癒します。11
月29日(火)午後７時～８時。無料。
先着30人　プロに学ぶ行事食～お
正月料理 12月１日(木)午前10時15
分～午後１時15分。材料費1,800円。
先着24人　プロに学ぶ行事食～ク
リスマス料理 12月８日(木)午前10
時15分～午後１時15分。材料費
1,800円。先着24人

テーマは「ボランティアとは？」。
日時／12月３日(土)午前10時～午後
３時30分　会場／下新城の障害者生
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20年前の通町商店街です。
昔の街道の雰囲気を残す味のある通りでしたが、

歩道が狭く少々歩きづらいのが難点。雪道もたいへんでした。
そのため、歩道を広げ、店舗を建て替え、街並みを一新。

平成10年に現在の姿に生まれ変わりました。
快適に買い物に来てほしいという

お店の人たちのやさしい気持ちが、今の通町の姿です。
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昭和60年の通町(写真奥が通町橋方向)
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